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音楽を　聴くより命の　鼓動聞け

No.147    公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

平
成
20
年
の
公
益
法
人
制
度
の
改
革

に
伴
い
、
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
北
海
道
と
協
議
を
重

ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
度
北
海
道
知
事
か
ら
、
北
海
道
公
益

認
定
等
審
議
会
の
審
議
を
経
て
、
平
成

23
年
２
月
22
日
付
け
で
、「
公
益
社
団

法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
」と

し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
３
月
１

日
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
移
行
登
記

を
完
了
し
、
発
展
的
に
再
出
発
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

当
委
員
会
は
、
昭
和
37
年
２
月
、
行
政

と
対
応
し
た
民
間
の
交
通
安
全
運
動
の
展

開
を
使
命
と
し
て
、
関
係
機
関
・
団
体
が

結
集
し「
交
通
安
全
道
民
運
動
推
進
委
員

会
」と
し
て
創
設
さ
れ
、
た
ゆ
み
な
い
活

動
を
続
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
昭
和
50
年
に
法
人
化
を
図
り

「
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員

会
」に
改
組
さ
れ
、
交
通
道
徳
の
向
上
と

交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
道
民
運
動
を
よ

り
一
層
強
力
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
交

通
事
故
に
よ
り
保
護
者
を
亡
く
し
た
り
、

保
護
者
が
重
度
の
後
遺
障
害
を
負
っ
た
お

子
さ
ん
の
た
め
の
育
英
事
業
な
ど
を
推
進

し
、
道
民
福
祉
の
増
進
に
努
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

事
業
展
開
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
道
・

道
警
察
・
市
町
村
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・

団
体
と
緊
密
に
連
携
し
、
交
通
事
故
多
発

期
な
ど
そ
の
時
々
に
合
わ
せ
た
各
種
交
通

安
全
運
動
を
効
果
的
に
実
施
し
、
道
民
の

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
交
通
死

亡
事
故
抑
止
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
最
近
で
は
平
成
４

年
か
ら
平
成
16
年
ま
で
13
年
間
続
い
て
い

た
交
通
事
故
死
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
を
、
平
成

17
年
か
ら
平
成
21
年
ま
で
５
年
間
連
続
し

て
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
22
年
は
、
前
年

に
比
べ
３
人
減
少
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
東
京
都
と
並
び
全
国
ワ
ー
ス
ト

ワ
ン
を
記
録
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
未
だ

２
０
０
人
を
超
え
る
尊
い
命
が
失
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
当
委
員
会
と

し
て
は
、
平
成
23
年
以
降
に
お
い
て
も
、

特
に
65
歳
以
上
の
い
わ
ゆ
る
高
齢
者
が
死

者
数
の
約
半
数
を
占
め
て
い
る
現
状
に
鑑

み
、
関
係
機
関
・
団
体
と
と
も
に
高
齢
者

対
策
を
重
点
項
目
の
一
つ
に
位
置
付
け
て

交
通
安
全
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
通
学
等
に
よ
り
自
転
車
利
用
の

機
会
の
増
大
す
る
中
学
生
等
を
対
象
に
、

交
通
ル
ー
ル
を
基
本
と
し
た
自
転
車
利
用

の
安
全
教
育
を
通
じ
、
命
の
尊
さ
や
規
範

意
識
の
醸
成
等
に
資
す
る
取
組
を
展
開
し

て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
国
に
お
い
て
作
成
中
の
、

「
交
通
安
全
基
本
計
画（
第
９
次
）（
平
成
23

年
〜
27
年
）」に
お
け
る
基
本
的
な
考
え

と
し
て
、「
人
命
尊
重
の
理
念
に
基
づ
き
、

究
極
的
に
は
、
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を

目
指
す
」、「
今
後
は
、
死
者
数
の
一
層
の

減
少
に
取
り
組
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
事
故
そ
の
も
の
の
減
少
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」と
し
、

そ
の
対
策
と
し
て
、
①
高
齢
者
及
び
子
ど

も
の
安
全
確
保
、
②
歩
行
者
及
び
自
転
車

の
安
全
確
保
、
③
生
活
道
路
及
び
幹
線
道

路
に
お
け
る
安
全
確
保
の
三
点
に
つ
い
て

論
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
当
委
員
会
に
お

い
て
も
、
こ
の
交
通
安
全
基
本
計
画
の
基

本
理
念
に
沿
っ
て
関
係
機
関
等
と
連
携
し

な
が
ら
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
交
通
事
故
の
無
い
平
和
で
明
る

い
郷
土
北
海
道
を
築
く
た
め
、
会
員
で
あ

る
道
内
全
市
町
村
や
、
関
係
機
関
・
団
体

の
皆
様
と
さ
ら
に
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

公
益
社
団
法
人
と
し
て
名
実
と
も
に
充
実

し
た
住
民
運
動
推
進
団
体
と
し
て
、
交
通

安
全
道
民
総
ぐ
る
み
運
動
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
道
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
あ
た
っ
て

公
益
社
団
法
人　

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会　
　

 

会　

長　

南　

山　

英　

雄
3月1日　公益社団法人の看板を設置する南山会長（左）、多田副知事（右）
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心にも　マナーという名の　ブレーキを

公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
北
海
道
の
交
通
安
全
運
動
の
推
進

に
御
尽
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
度
の
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
は
、
長

年
に
わ
た
る
皆
様
の
活
動
が
広
く
認
め
ら
れ
た
結
果
で

あ
り
、
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
昭
和
37
年
の
交
通
安
全
道
民
運
動
推
進

委
員
会
の
創
設
か
ら
、
昭
和
50
年
の
法
人
格
の
取
得
を

経
て
、
約
半
世
紀
に
わ
た
り
本
道
の
交
通
安
全
運
動
を

民
間
の
立
場
か
ら
牽
引
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
昭
和
46
年
に
約
九
百
人
を

数
え
た
交
通
事
故
死
者
数
も
、
近
年
は
約
二
百
人
ま
で

減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
地
域
・

職
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
お
力
添
え
の
賜
で
あ

り
、
重
ね
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
道
で
は
、「
第
９
次
北
海
道
交
通
安
全
計
画
」

（
平
成
23
年
度
〜
平
成
27
年
度
）の
策
定
作
業
中
で
す

が
、道
民
総
ぐ
る
み
の
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
事
故
の
発
生
と
死
者
数
の
さ
ら
な
る
減
少
を
図
っ

て
い
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
本
道
の
交
通

安
全
運
動
に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
安
全

で
安
心
な
北
海
道
づ
く
り
の
た
め
に
一
層
の
御
活
躍
を

祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
、
交
通
安
全
活
動

は
も
と
よ
り
、
警
察
行
政
の
各
般
に
わ
た
り
、
格
別
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
度
の
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
は
、
長

年
に
わ
た
る
公
益
性
の
あ
る
活
動
が
広
く
認
め
ら
れ
た

結
果
で
あ
り
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
献
身
的
な
安
全
活
動
に
よ
り
昨
年
の
交
通
事

故
死
者
数
は
、
ピ
ー
ク
時
の
４
分
の
１
以
下
ま
で
減
少

し
ま
し
た
が
、こ
れ
は
貴
会
を
中
心
と
し
た
関
係
機
関
・

団
体
等
の
皆
様
に
よ
る
交
通
安
全
活
動
の
賜
で
あ
り
、

重
ね
て
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
年
、
道
警
察
で
は
、
昨
年
の
交
通
死
亡
事
故
の
特

徴
を
踏
ま
え
、「
高
齢
者
事
故
防
止
」、「
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
向
上
」、「
居
眠
り
運
転（
覚
低
走
行
）事
故
防
止
」

を
最
重
点
と
す
る
交
通
死
亡
事
故
抑
止
対
策
を
積
極
的

に
推
進
し
、
交
通
死
亡
事
故
の
更
な
る
減
少
を
目
指
す

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
特
に
こ
の
３
点
に
つ
い

て
、
各
期
交
通
安
全
運
動
や「
７
大
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」を
通
じ
、
道
民
へ
周
知
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
交
通
モ
ラ
ル
の
醸
成
と
安
全
行
動
の
励
行
に

つ
い
て
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委

員
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご

多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い

た
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
経
過

昭
和
37
年
２
月 

 

本
委
員
会
の
前
身
で
あ
る
交
通
安
全
道
民
運
動
推
進
委

員
会
創
設

昭
和
50
年
４
月 

社
団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
設
立

平
成
19
年
12
月
17
日 

 ﹇
会
長
・
副
会
長
・
専
務
理
事
会
議
﹈公
益
社
団
法
人
移

行
に
つ
い
て
協
議（
定
款
改
正
素
案
の
概
要
説
明
）

平
成
20
年
３
月
24
日 

﹇
理
事
会
﹈定
款
改
正
素
案
を
説
明

 

５
月
29
日 

﹇
理
事
会
﹈定
款
改
正
素
案
を
審
議

 
 

﹇
総
会
﹈公
益
社
団
法
人
移
行
に
つ
い
て
説
明

 

11
月
10
日 

 ﹇
会
長
・
副
会
長
・
専
務
理
事
会
議
﹈定
款
変
更
の
案

（
案
）・
関
連
規
程
等
の
協
議

平
成
21
年
３
月
12
日 

 ﹇
理
事
会
﹈定
款
変
更
の
案（
案
）の
決
議
、
及
び
関
連
規

則
・
規
程
・
要
綱（
案
）の
審
議（
継
続
審
議
）

 

４
月 

 

規
則
・
規
程
・
要
綱（
案
）に
関
す
る「
各
理
事
」の
意
見

を
募
集 

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
４
月
１
日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
）

 

５
月
25
日 

 ﹇
理
事
会
﹈公
益
社
団
法
人
移
行
に
関
す
る
最
終
報
告
、

及
び
関
連
規
則
・
規
程
・
要
綱（
案
）の
決
議

 

５
月
25
日 

﹇
総
会
﹈定
款
変
更
の
案（
案
）、
関
連
規
則（
案
）の
決
議

 

７
月
30
日 

 ﹇
臨
時
理
事
会
﹈公
益
法
人
申
請
の
決
議

平
成
22
年
２
月
12
日 

 

北
海
道
公
益
認
定
等
審
議
会「
事
前
相
談
案
件（
概
要
説

明
）」

 

３
月
12
日 

 

北
海
道
公
益
認
定
等
審
議
会「
事
前
相
談
案
件（
事
業
内

容
説
明
）」

 

４
月
28
日 

 

北
海
道
公
益
認
定
等
審
議
会「
審
議
会
会
長
と
の
意
見

交
換
」

 

９
月
８
日 

北
海
道
公
益
認
定
等
審
議
会「
事
前
相
談
案
件
」

 

12
月
21
日 

北
海
道
知
事
へ「
移
行
認
定
申
請
」

平
成
23
年
１
月
12
日 

北
海
道
公
益
認
定
等
審
議
会「
諮
問
」

 

１
月
26
日 

北
海
道
公
益
認
定
等
審
議
会「
答
申
」

 

２
月
22
日 

北
海
道
知
事
か
ら
当
委
員
会
へ
認
定
書
交
付

 

３
月
１
日 

移
行
の
登
記

お
祝
い
の
言
葉

 

北
海
道
環
境
生
活
部
長　

 

田
中
正
巳

お
祝
い
の
言
葉

 

北
海
道
警
察
本
部
交
通
部
長　

 

松
原
宏
伸
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の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
度
受
賞
さ
れ

ま
し
た
皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
交
通
安
全
運
動
の
推
進
に
、
よ

り
一
層
ご
尽
力
い
た
だ
き
き
ま
す
と
と
も
に
、

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、

お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
22
年
度　

 

北
海
道
交
通
安
全
功
労
者
等
表
彰
式

２
月
７
日
、
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で

道
交
通
安
全
功
労
者
等
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。主
催
者
の
道
か
ら
は
多
田
健
一
郎
副
知
事
、

道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
か
ら
南
山
英
雄
会
長

の
挨
拶
が
あ
り
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
に
お
け

る
交
通
安
全
運
動
の
地
道
な
努
力
と
活
躍
に
対

し
て
、感
謝
と
励
ま
し
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

前
半
は
道
知
事
表
彰
と
し
て
、
副
知
事
か
ら

北
海
道
社
会
貢
献
賞
を
15
人（
交
通
安
全
功
労

者
）の
個
人
と
１
団
体（
交
通
安
全
優
良
実
践
団

体
）に
、
北
海
道
善
行
賞
が
84
人（
交
通
安
全
実

践
者
）に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
表
彰
と

し
て
、
会
長
か
ら
交
通
安
全
指
導
員
・
交
通
安

全
奉
仕
員
表
彰
が
２
６
６
人
、
交
通
安
全
母
の

会
表
彰
が
55
人
に
、
交
通
安
全
一
般
表
彰
が
個

人
８
人
、
10
団
体
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
道
議
会
石
井
孝
一
議
長
、

道
警
本
部
松
原
宏
伸
交
通
部
長
か
ら
お
祝
い
の

ご
挨
拶
が
あ
り
、
交
通
安
全
社
会
貢
献
賞
を

受
賞
し
た
近
藤
勝
雄
さ
ん
が
受
賞
者
を
代
表
し

て
、
お
礼
の
こ
と
ば
と
今
後
の
抱
負
を
誓
い
閉

会
し
ま
し
た
。

信号と　子どもの未来は　守るもの

永
年
に
わ
た
り
、
交
通
安
全
指
導
員
お
よ
び

交
通
安
全
奉
仕
員
と
し
て
、
交
通
安
全
運
動
の

推
進
や
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
街
頭
指
導
並

び
に
地
域
活
動
な
ど
の
実
践
活
動
に
ご
活
躍
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
お
い
て
永
年
に
わ
た
り
、
子

供
や
高
齢
者
な
ど
に
対
す
る
交
通
安
全
活
動
の

推
進
に
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
交
通
安
全
母
の
会

の
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
、
地
域
や
職
場
に
お

い
て
、
交
通
安
全
推
進
の
た
め
顕
著
な
ご
活
躍

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
と
団
体
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
住
民
の
事
故
防
止

と
安
全
思
想
の
普
及
徹
底
に
多
大
な
ご
貢
献
を

い
た
だ
き
、
皆
様
方
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
と

ご
活
躍
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
死

〜
め
ざ
せ　

安
全
で
安
心
な
北
海
道
〜
」の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
北
海
道
や
北
海
道
警
察
を

は
じ
め
関
係
機
関
の
皆
様
と
連
携
し
、
道
民
総

ぐ
る
み
で
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
だ
と
こ

ろ
、
交
通
事
故
死
者
数
は
２
１
５
人
と
平
成
21

年
よ
り
３
人
減
少
し
ま
し
た
が
、
６
年
ぶ
り
に

東
京
都
と
並
ん
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
に
お
い
て
も
関
係
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
交
通
安

全
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
、
特
に
高
齢
者
の
事
故
防
止
対
策
や
増
え
続

け
る
自
転
車
事
故
に
適
切
に
対
応
し
、
交
通
事

故
防
止
に
、
よ
り
一
層
努
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
関
係
者
皆
様
の
ご
協
力
が

不
可
欠
で
あ
り
、
皆
様
方
に
は
こ
れ
ま
で
以
上

た
た
え
る
言
葉

社
団
法
人　

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

 

会　

長　

南　

山　

英　

雄

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
会
長
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

総会のお知らせ
平成23年度 

公益社団法人 北海道交通安全推進委員会 
通常総会・理事会
日時　平成23年５月23日（月） 
　　　理事会 13:00～／総会 14:00～
場所　 ホテルポールスター札幌 

札幌市中央区北４条西６丁目 
TEL 011-241-9111

多田副知事

南山会長
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「
全
道
高
校
生
標
語
・
ポ
ス
タ
ー 

コ
ン
ク
ー
ル
」の
入
選
作
品
決
ま
る

10
月
13
日
、
ホ
テ
ル 

ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌

で
、
北
海
道
高
等
学
校
長
協
会
が
主
催
す
る
高

校
生
対
象
の「
第
29
回
交
通
安
全
標
語
・
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」の
審
査
会
が
催
さ
れ
ま
し

た
。今

年
度
は
標
語
は
65
校
か
ら
９
５
７
作
品
、

ポ
ス
タ
ー
は
12
校
か
ら
66
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

説
明
文
の
な
い
ポ
ス
タ
ー
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
ど
、
独
特
の
手
法
で
表
現
さ
れ

る
ポ
ス
タ
ー
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。標

語
部
門
で
は
帯
広
農
業
高
校
３
年
の
遠
藤

緩
奈
さ
ん
の『
音
楽
を
聴
く
よ
り
命
の
鼓
動
聞

け
』が
最
優
秀
作
品
に
、
ほ
か
に
優
秀
作
品
４

点
、
佳
作
８
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ポ

ス
タ
ー
部
門
で
は
檜
山

北
高
校
２
年
の
山
本
な

な
せ
さ
ん
の
作
品『
あ

な
た
を
ま
っ
て
る
ひ
と

が
い
る
』が
最
優
秀
賞

と
な
り
、
４
点
の
優
秀

賞
、
５
点
の
佳
作
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
作
品
は
高

校
生
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
、

道
内
の
高
校
及
び

交
通
安
全
関
係
機

関
・
団
体
に
並
び

に
報
道
関
係
に
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

JA
共
済
全
道
小
・
中
学
生 

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

９
月
24
日
、
JA
北
農
ビ
ル
に
お
い
て
農
業
協

同
組
合
・
JA
共
済
共
済
連
北
海
道
の
主
催
、
当

委
員
会
な
ど
の
後
援
に
よ
り「
第
36
回
平
成
20

年
度
JA
共
済
全
道
小
・
中
学
生
交
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」の
最
終
審
査
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

全
道
で
応
募
さ
れ
た
小
学
生
２
４
０
８
点
、

中
学
生
１
６
７
３
点
、
合
計
作
品
４
０
８
１
点

の
中
か
ら
、
金
、
銀
、
銅
賞
に
各
学
年
か
ら
各

１
名
の
27
名
、佳
作
に
35
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
道
知
事
賞
と
し
て
小
学
生
低
学
年

の
部
中
富
良
野
町
立
南
中
小
学
校
１
年
の
坪
井

博
都
さ
ん
、
小
学
生
高
学
年
の
部
仁
木
町
立
銀

山
小
学
校
６
年
の
加
藤
祥
生
さ
ん
、
中
学
生
の

部
音
更
町
立
下
音
更
中
学
校
２
年
の
中
村
一
葉

さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
表
彰
式
は
10
月
23
日
、
金
賞
受
賞
者

９
名
が
出
席
し

て
、
札
幌
全
日
空

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

お母さん　その手は私の　命の手

ストップ・ザ・交通事故死 
～めざせ安全で安心な北海道～

７大セーフティキャンペーン

○高齢者事故防止　○シートベルト全席着用
○自転車走行・交差点通行マナーアップ　○スピードダウン
○デイ・ライト実践　○飲酒運転根絶　○居眠り運転防止

「
交
通
死
亡
事
故
多
発
非
常
事
態
」 

 

道
民
総
決
起
緊
急
集
会

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
、
６
月
ま
で
は

一
ヶ
月
に
10
人
台
と
例
年
と
比
較
し
て
も
少
な

目
で
し
た
が
、
７
月
に
入
り
、
人
や
荷
物
の
活

発
な
移
動
に
比
例
す
る
よ
う
に
増
加
に
転
じ
、

倍
の
20
人
台
で
推
移
し
、
交
通
事
故
死
減
少
を

願
う
道
民
の
運
動
や
交
通
事
故
防
止
を
目
指
す

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
啓
発
取
締
り
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
11
月
３
日
に
は
他
都
府
県
を
抜
い
て
、

全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
11
月
４
日
に
は
道
知
事
と
道
警

本
部
長
連
名
に
よ
る「
交
通
死
亡
事
故
多
発
・

非
常
事
態
・
緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
」が
発
表
さ
れ
、

官
民
一
体
と
な
り
、
街
頭
啓
発
や
違
反
取
締
の

強
化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
交
通
事
故
の
減
少
は
思
う
に
任
せ

ず
、
そ
の
後
も
交
通
死
亡
事
故
が
続
出
し
、
そ

れ
ま
で
続
け
て
い
た
対
策
期
間
を
延
長
し
て
、

道
及
び
関
係
機
関
・
団
体
に
よ
る
交
通
事
故
防

止
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

12
月
６
日
、
交
通
安
全
対
策
七
者
連
絡
会
議

は
交
通
安
全
運
動
関
係
者
４
０
０
人
を
集
め
た

道
民
総
決
起
緊
急
集
会
を
開
き
、
高
橋
は
る
み

道
知
事
、
殿
川
一
郎
道
警
本
部
長
が
交
通
死
亡

事
故
と
の
決
別
の
決
意
を
表
し
、
中
央
地
区
交

通
安
全
活
動
推
進
委
員
協
議
会
の
滝
本
繁
会
長

が
交
通
安
全
宣
言
を
し
、
参
加
者
全
員
で
道
民

総
ぐ
る
み
の
交
通
事
故
撲
滅
へ
の
決
意
表
明
を

行
い
ま
し
た
。

集
会
後
に
道
庁
を
囲
む
４
交
差
点
で
街
頭
啓

発
を
行
い
、
12
月
末
ま
で
連
日
、
全
道
民
に
向

け
て
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
６
年
連
続

年間スローガン



5ゆっくり走ろう北海道 2011-3 No.147

全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
の
回
避
を
目
的
と
し
て
、

JR
南
口
や
道
庁
・
別
館
周
辺
で
の
ぼ
り
旗
を
掲

出
し
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
て
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ふ
わ
ふ
わ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー 

 

in
札
幌
ド
ー
ム

１
月
７
日
か
ら
10
日
ま
で
の
４
日
間
、
豊

平
区
の
札
幌
ド
ー
ム
で「
ふ
わ
ふ
わ
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
in
札
幌
ド
ー
ム
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
冬
期
間
外
で
遊
ぶ
機
会
の
減
る

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
全
長
53
メ
ー
ト
ル

に
も
お
よ
ぶ
世
界
最
大
級
の
ふ
わ
ふ
わ
ス
ラ
イ

ダ
ー
や
ポ
ケ
モ
ン
、
ピ
カ
チ
ュ
ウ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
、
中
に
入
っ
て
歩
く
水
上
透
明
ボ
ー
ル
、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
な
ど
、
子
ど
も
が
喜
ぶ
大
型
ふ

わ
ふ
わ
遊
具
を
札
幌
ド
ー
ム
一
面
に
配
置
し
た

も
の
で
す
。

そ
の
一
角
の
が
ん
ば
る
自
動
車
コ
ー
ナ
ー
警

察
車
両
ブ
ー

ス
に
交
通
安

全
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
ま

し
た
。

白
バ
イ
や

パ
ト
カ
ー
な

ど
の
試
乗
体

験
や
写
真
撮
影
、
夜
光
反
射
材
効
果
体
験
テ
ン

ト
で
の
啓
発
、
子
供
交
通
安
全
教
室
な
ど
交
通

安
全
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

に
沢
山
の
子
ど
も
さ
ん
と
保
護
者
が
訪
れ
、
交

通
安
全
に
楽
し
み
な
が
ら
関
心
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
北
海
道 

２
０
１
０
」抽
選
会

１
月
31
日
、
道
警
13
階
会
議
室
で
、
今
年
が

16
回
目
に
な
る「
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
北
海
道

２
０
１
０
」の
終
了
式
と
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
は
道
内
の
免
許
所
有
者

が
、
チ
ー
ム
ま
た
は
個
人
で
参
加
し
、
自
ら
の

交
通
安
全
意
識
を
高
揚
さ
せ
、
７
月
16
日
か
ら

11
月
21
日
ま
で
の
１
２
９
日
間
の
、
無
事
故
・

無
違
反
状
況
を
競
い
合
う
も
の
で
す
。

今
年
は
20
万
８
７
５
３
人
の
参
加
者
が

３
万
７
４
８
０
チ
ー
ム
と
１
９
１
６
人
の
個
人

参
加
に
分
か
れ
て
参
加
し
、
期
間
中
の
参
加
者

の
無
事
故
・
無
違
反
達
成
率
は
16
万
人
を
越
え

る
93
・
３
％
で
、

交
通
事
故
死
や

人
身
事
故
等
に

あ
っ
た
人
の
割

合
は
非
参
加
者

に
比
べ
て
大
き

く
下
ま
わ
り
ま

し
た
。

抽
選
会
で
は

セ
ー
フ
テ
ィ

ラ
リ
ー
大
賞

５
本
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
優
秀
賞
18
本
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ラ
リ
ー
賞
26
本
、
特
別
賞
１
８
０
０
本
、
シ
ル

バ
ー
ラ
リ
ー
賞
３
０
２
本
な
ど
達
成
者
延
べ
人

数
２
１
５
１
人
に
、
抽
選
の
結
果
、
ク
ー
ポ
ン

券
、
図
書
カ
ー
ド
、
お
米
券
な
ど
の
賞
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
春
の
推
進
会
議

２
月
18
日
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
２
階
会
議

室
に
お
い
て
、
平
成
23
年
度
の
交
通
安
全
運
動

の
取
組
に
つ
い
て
、
道
、
道
警
な
ど
交
通
安
全

関
係
七
者
の
担
当
者
が
集
ま
り
、
連
絡
会
議
を

開
き
ま
し
た
。

交
通
安
全
関
係
の
今
年
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
７
大
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
期
別

運
動
や
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
街
頭
啓
発
な

ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
か
わ
さ
れ
、
平

成
23
年
の
交
通
安
全
運
動
の
概
要
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
向
け
て
夜
光
反

射
材
の
活
用
、
ひ
と
声
ア
ド
バ
イ
ス
、
高
齢
運

転
者
講
習
へ
の
参
加
促
進
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全

席
着
用
へ
の
Ｐ
Ｒ
、
自
転
車
走
行
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
へ
の
啓
発
活
動
な
ど
を
年
間
、
期
別
の
運
動

と
し
て
展
開
し
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安

心
な
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

見えますか　事故の背後の　悲しみが

お問い合わせ・相談は、「管理・遺児グループ」
TEL.011（221）6666まで

交通遺児奨学生の募集
当委員会では、広く道民の皆様の善意による資金を基
にして、交通事故被害者の子弟に対し、修学の支援を
行っております。
対象となる方

中学生・中等教育学校生・高校生・専修学校生（高等課
程）・高等専門学校生・専修学校生（専門課程）
● 交通事故が原因で、保護者を亡くしたり重度の後遺障害が残った
保護者のお子様で、道内の中学校・中等教育学校ならびに高等学
校・専修学校（高等課程）・高等専門学校・専修学校（専門課程）に
入学または在学する生徒が対象となります。

奨学金の種類と金額【無利子貸付】

対象学生／奨学金種別 入学奨学金 普通奨学金（月額）
中学生
中等教育学校生（前期課程） 無し 10,000円、15,000円、

20,000円の選択制
公立高等学校生
中等教育学校生（後期課程）
高等専門学校生

100,000円
10,000円、15,000円、
20,000円、25,000円、
30,000円の選択制

専修学校生（高等課程） 150,000円 10,000円、15,000円、
20,000円、25,000円、
30,000円、35,000円、
40,000円の選択制

私立高等学校生 250,000円

専修学校生（専門課程） 250,000円

貸付けが決定した月から中学生・中等教育学校生・
高校生・専修学校生（高等課程）・高等専門学校生・
専修学校生（専門課程）卒業の月まで貸付けます。
卒業後1年間の猶予の後（短大・大学へ進学した場合
は猶予期間あり）、貸付けを受けた奨学金の額の区分
により、10年から20年の均等月賦などがあります。

随時受け付けておりますのでご相談ください。 

当委員会のホームページの「交通遺児奨学生申請書
（様式）」をダウンロードしてご利用ください。

貸付期間

返還方法

申し込み

申請書類
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その携帯　運転席では　圏外です

【寄附金】
■寄付（5口） 敬称略

住　所 団　体　名 金額（円）

12月 札 幌 市 植村泰也 1,000 
石 狩 市 中村照男 5,000 

１月 札 幌 市 植村泰也 1,000 
札 幌 市 株式会社アペックス 8,710 

２月 札 幌 市 植村泰也 1,000 

■募金（3口） 敬称略
住　所 団　体　名 金額（円）

12月 札 幌 市 森サイクル 6,000 
恵 庭 市 認定こども園つくし幼児園 5,000 

１月 札 幌 市 小林豊子きもの学院 300,000 

【一般募金】
■箱募金（51口） 敬称略

団　体　名 金額（円）

12月

栗山町役場 2,878
江別市役所 1,309
新ひだか町交通安全推進協議会 1,418
根室地区交通安全推進協議会 1,600
千歳地区交通安全協会 13,407
岩見沢地区交通安全協会 2,536
平取町交通安全推進委員会 3,232
北央信用組合清田支店 2,292
十勝地区交通安全推進協議会 3,432
小清水町役場 1,169
札幌中央信用組合山鼻支店 10,974
砂川市交通安全推進委員会 1,612
苫前町交通安全推進協議会 10,622
長沼町交通安全推進委員会 1,290
網走地区交通安全協会 3,056
北央信用組合平岸支店 2,000
幌延町交通安全推進協議会 2,605
札幌市中央交通安全協会 2,155
浦幌町役場 16,989

団　体　名 金額（円）

12月

胆振地区交通安全推進協議会 2,006
三菱UFJ信託銀行札幌支店 1,601
北海信用金庫札幌支店 2,821
北海信用金庫中央市場支店 2,091
宗谷地区交通安全推進協議会 790
室蘭交通安全協会 5,061
石狩市交通安全推進委員会 1,482
小樽交通安全協会 13,169
せたな地区交通安全協会連合会 3,360
函館方面交通安全協会 2,200
浦河町交通安全推進協議会 1,840
弟子屈町交通安全運動推進協議会 4,112
留萌市交通安全協会 1,934
釧路交通安全協会 12,811
清水町生活安全推進委員会 3,131
稚内市交通安全推進委員会 4,253
帯広地方交通安全協会 8,145
足寄町交通安全推進委員会 1,206
留萌地区交通安全推進協議会 1,981
北海道銀行麻生支店 484
札幌中央信用組合本店営業部 1,227
月形町役場 7,834
苫小牧地区交通安全協会 37,857
興部町交通安全協会連合会 1,028
倶知安地方交通安全協会連合会 2,128
岩内町交通安全推進委員会 3,000
札幌中央信用組合北支店 1,177
札幌中央信用組合篠路支店 1,712
伊達地区交通安全協会 1,565
北海道銀行中央支店 185

１月 鶴居村 4,097
２月 札幌地区トヨタ会・ダイハツ北海道販売㈱ 10,413

■羽根募金（1口） 敬称略
団　体　名 金額（円）

12月 当麻町交通安全母の会 37,717 

交通遺児に愛の手を! ありがとうございました。

1月16日　小林豊子きもの学院 2月15日　つくし幼児園
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地域交通安全実践活動ニュース
「交通安全ポスター・ 
 絵画展」開催

渡島地区交通安全推進協議会
函舘市交通安全教育推進協議会では交
通安全意識高揚を図ることを目的として
園児・児童・生徒を対象に「函館市交通
安全ポスター・絵画展」を毎年開催して
おります。
今年度も渡島総合振興局・函館市・道
警函館方面本部・渡島地区交通安全推進
協会など16団体が後援となり、第35回目
の交通安全ポスター・絵画展を開催しま
した。函館市内8幼稚園の園児、14校の
小学校の児童、4校の中学校の生徒から
874点という多くの作品が応募されまし
た。応募された作品の中から金賞30点、
銀賞20点、佳作賞182点が選ばれ、11月
16日、函舘勤労者総合福祉センターで表
彰式が行われました。
表彰式当日は、渡島総合振興局長賞を
受賞した函館市立港中学校の盛田実沙さ
んを始め、金賞を受賞した30名の園児・
児童・生徒ひとりひとりにそれぞれの後
援の団体から賞状と金賞の盾が直接手渡
されました。
出展された874点の作品をすべて11月
16日から22日までの7日間、市内の棒二
森屋デパートに展示しました。応募者の
家族をはじめ、多くの市民の皆さんに鑑
賞していただき、同時に交通安全意識の
大切さを呼びかけました。

交通安全推進員の声

小
さ
な
友
達
に
教
え
ら
れ
た 

 

交
通
安
全

私
に
は
４
歳
の
小
さ
な
男
の

子
の
友
達
が
い
ま
す
。

あ
る
日
そ
の
子
供
と
遊
び
た

く
て
迎
え
に
行
き
、
車
に
乗
せ

て
私
の
家
に
行
こ
う
と
し
た
時

「
お
じ
さ
ん
ベ
ル
ト
し
な
き
ゃ

だ
め
っ
、
危
な
い
っ
し
ょ
」と

叫
ぶ
の
で
す
。
私
は
意
味
が
わ

か
ら
な
い
ま
ま
再
び
車
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
叫
ぶ
の

で
す
。
横
を
見
る
と
そ
の
子
は

き
ち
ん
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し

て
い
る
の
で
す
。
普
段
私
は
車

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
か
ら
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
す
る
と
い
う
癖
が

つ
い
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
日

も
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
車

を
運
転
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し

た
。

そ
ん
な
私
を
見
て
注
意
し
た

の
で
し
ょ
う
が
、
私
は「
ベ
ル

ト
」つ
て
何
の
こ
と
を
言
っ
て

る
の
だ
ろ
う
…
こ
ん
な
小
さ
な

子
供
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
こ
だ

わ
る
わ
け
は
な
い
だ
ろ
う
し
…

な
ど
と
思
い
っ
つ
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
し
、
発
車
し
た
と
こ
ろ
今

度
は
何
に
も
言
わ
ず
外
を
な
が

め
て
い
ま
し
た
。

我
が
家
に
着
き
、
も
う
一
度

確
か
め
た
く
て
そ
の
子
供
を
買

い
物
に
誘
い
ま
し
た
。
ま
た
同

じ
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
や

は
り「
お
じ
さ
ん
ベ
ル
ト
し
な

き
ゃ
だ
め
っ
、危
な
い
っ
し
ょ
」

で
し
た
。

日
頃
、
親
や
幼
稚
園
で
教

わ
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、
教
わ
っ
た
こ
と
を
素
直
に

受
け
入
れ
る
子
供
に
教
え
ら
れ

た
一
場
面
で
し
た
。
私
も
、
車

は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
か
ら

発
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

頭
で
は
わ
か
っ
て
い
た
の
で
す

が
…
。
子
供
の
よ
う
な
素
直
な

心
で
、
い
つ
も
運
転
し
て
い
た

い
も
の
で
す
。

檜山地区
庄司　眞佐樹

居眠り運転防止　～２時間ごとに休憩しよう。

春の全国交通安全運動
実施期間：5月11日㈬～5月20日㈮

○子どもと高齢者の交通事故防止
○自転車乗用中の交通事故防止
○スピードの出し過ぎ防止
○ 全ての座席のシートベルト・チャイルドシートの
正しい着用
○飲酒運転の根絶
☆セーフティコール　5月11日㈬、5月20日㈮
☆ゼロを目指す日　5月20日㈮

交
通
安
全
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ 

 

貸
出
し
の
お
知
ら
せ

　

交
通
安
全
運
動
の
教
育
や
啓
発
に「
ビ

デ
オ
」「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」の
貸
出
し
を
し
ま
す
。

　

使
用
料
は
無
料
で
発
送
費
は
当
委
員
会

負
担
、
返
送
費
は
利
用
者
負
担
で
す
。

【
種
類
】 幼
児
、
小
・
中
学
生
向
け 

61
本

 

若
者
向
け 

19
本

 

一
般
向
け 

８
本

 

高
齢
者
向
け 

23
本

 

運
転
者
向
け 

60
本

 

合　
　
　

計 

171
本

　

詳
細
は
当
委
員
会
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
は 

 

歩
行
者
に
優
し
い
歩
道
か
ら

私
が
日
ご
ろ
街
を
歩
い
て
気

に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
が
、

街
の
中
心
部
を
少
し
離
れ
た
住

宅
街
や
郊
外
の
大
き
な
通
り
に

は
歩
道
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
歩
道
は
傾
斜
が
つ
い
て
い

た
り
、
段
差
や
凸
凹
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
車
道
と

の
交
差
や
自
動
車
の
出
入
り
の

た
め
に
設
置
さ
れ
た
り
、ま
た
、

繰
り
返
さ
れ
た
工
事
の
な
ご
り

の
も
の
で
す
。

住
宅
街
や
郊
外
の
多
く
の
道

路
は
、
交
通
信
号
機
間
の
距
離

が
あ
り
、
車
の
速
度
も
速
く
な

り
が
ち
で
す
。
夜
の
道
路
を
見

る
と
、街
灯
は
車
道
を
照
ら
し
、

歩
道
は
暗
く
、
段
差
や
凸
凹
が

分
か
り
難
く
、
歩
行
者
に
と
っ

て
は
歩
道
を
歩
く
こ
と
に
困
難

を
感
じ
る
の
か
、
除
雪
が
不
完

全
で
凍
っ
た
冬
期
に
は
、
車
道

を
歩
い
て
い
る
人
を
見
か
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

夜
の
歩
道
は
真
っ
暗
の
た

め
、
例
え
夜
光
反
射
材
を
身
に

つ
け
て
い
て
も
、
運
転
者
か
ら

は
歩
道
を
歩
い
て
い
る
人
に
気

が
つ
き
難
い
も
の
で
す
。
自
動

車
は
ラ
イ
ト
で
車
道
を
明
る
く

照
ら
し
て
、
安
全
を
確
認
し
走

行
し
て
い
ま
す
が
、
暗
い
歩
道

側
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
私
も

過
去
に
、運
転
中
に
暗
闇
か
ら
、

歩
行
者
が
突
然
車
道
に
出
て
こ

ら
れ
、
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

街
灯
は
歩
道
も
明
る
く
照
ら

し
、
歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
街
灯
設
置
の
あ
り
方

等
、
道
路
の
安
全
管
理
の
上

で
、
再
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ

ま
す
。

釧路地区
藤田　眞輝
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運転は　うまいへたより　誠実さ

七
飯
町
は
、
北
海
道
の
南
西
に
位
置
し
、
人

口
約
２
万
９
千
人
の
農
業
と
大
沼
国
定
公
園
を

中
心
と
し
た
観
光
を
基
幹
産
業
と
す
る
街
で

す
。
ま
た
、
大
沼
国
定
公
園
は
四
季
折
々
の
美

し
い
自
然
景
観
に
恵
ま
れ
、
皆
さ
ん
も
知
っ
て

い
る
名
曲「
千
の
風
に
な
っ
て
」誕
生
の
地
で
あ

り
、
ま
た
、
平
成
27
年
に
は
町
内
飯
田
町
地
区

か
ら
鶴
野
地
区
に
か
け
て
新
幹
線
の
線
路
が
建

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
飯

田
町
地
区
に
は「
函
館
総
合
車
両
基
地（
仮
称
）」

が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
、
約
33
ｈ
ａ
（
一
部
北

斗
市
を
含
む
）の
面
積
を
誇
り
、
北
海
道
新
幹

線
車
両
の
総
合
的
な
保
守
・
整
備
等
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

町
民
の
方
々
と
交
通
安
全

町
内
を
南
北
に
走
る
主
要
幹
線
道
路
国
道
５

号
線
は
札
幌
圏
と
道
南
を
繋
ぎ
、
年
間
約
２
〜

３
万
台
の
車
両
が
通
過
す
る
と
言
わ
れ
、
交
通

事
故
、交
通
死
亡
事
故
が
多
発
す
る
地
域
で
す
。

主
な
原
因
と
し
て
は
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や

冬
期
は
路
面
凍
結
な
ど
が
原
因
と
思
わ
れ
る
単

独
事
故
、
正
面
衝
突
事
故
な
ど
で
す
。
こ
う
し

た
状
況
の
中
、
町
民
の
方
が
交
通
事
故
を「
起

こ
さ
な
い
、
巻
き
込
ま
れ
な
い
」、
ま
た
、「
通

過
型
」と
言
わ
れ
る
交
通
事
故
を
発
生
さ
せ
な

い
為
に
七
飯
町
交
通
安
全
推
進
委
員
会
を
中
心

に
町
交
通
安
全
指
導
員
会
、
関
係
機
関
団
体
等

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
４
期
40
日
に
２
期
20
日

を
プ
ラ
ス
し
、
６
期
60
日
で
交
通
安
全
運
動
を

展
開
し
交
通
事
故
抑
止
に
向
け
各
種
取
組
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
の
新
し
い
取
り
組
み

平
成
21
年
か
ら
町
内
各
小
学
校
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
官
製
は
が
き
に
児
童
が
自
分
達
の

父
方
、
母
方
の
祖
父
母
に
対
し
、
交
通
安
全

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
近
況
報
告
を
兼
ね
た
手
紙

を
書
く「
Ｊ

じ

ば

Ｉ
Ｂ
Ａ
ち
ゃ
ん
あ
ん
し
ん
交
通
安

全
レ
タ
ー
作
戦
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
Ｊ

じＩ

ＢばＡ
」と
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の「
じ
」、
お
ば
あ

七
飯
町　
（
渡
島
総
合
振
興
局
）

様
々
な
角
度
か
ら
の
交
通
安
全

ち
ゃ
ん
の「
ば
」、
そ
し
て「
地
場
」と
い
う
意
味

を
掛
け
合
わ
せ
た
意
味
を
持
ち
ま
す
。
こ
の
取

り
組
み
は
全
道
で
高
齢
者
が
被
害
に
遭
う
交
通

事
故
が
多
発
し
て
い
る
な
か
で
、
自
治
体
関
係

者
や
警
察
官
な
ど
が
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

よ
り
自
分
達
の
孫
か
ら
交
通
安
全
を
促
さ
れ
た

ほ
う
が
高
齢
者
の
方
々
に
は
効
果
的
な
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
発
想
を
基
に
し
て
い
ま
す
。

（
掲
載
写
真
は
七
飯
町
立
軍
川
小
学
校
で
実
施

し
た
時
の
様
子
で
す
。）ま
た
、
Ｅ
メ
ー
ル
や
携

帯
メ
ー
ル
な
ど
が
発
達
し
た
デ
ジ
タ
ル
時
代
の

今
日
、「
手
紙
を
書
く
」と
い
う
習
慣
を
忘
れ
が

ち
な
現
代
っ
子
が
、
普
段
な
か
な
か
言
え
な

い「
交
通
安
全
に
気
を
つ
け
て
ね
」や「
い
つ
も

あ
り
が
と
う
」と
い
う
想
い
を
自
分
達
の
言
葉
、

文
字
で
表
現
し
、
発
信
す
る
と
い
う
の
は
と
て

も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

想
い
が
こ
も
っ
た
手
紙
は
、
町
内
の
ほ
か
、
函

館
市
や
北
斗
市
、
遠
く
は
札
幌
市
、
東
京
都
な

ど
に
も
発
送
さ
れ
、
七
飯
町
の
子
ど
も
た
ち
の

交
通
事
故
、
高
齢
者
事
故
抑
止
へ
の
想
い
が
全

道
、
更
に
は
全
国
に
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

様
々
な
角
度
か
ら
の
交
通
安
全

1

手紙を一生懸命書く児童の様子

手紙を書く前に教員から高齢者交通事故の原
因などの説明を受ける。
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無灯火で　消える未来と　あなたの笑顔

枝
幸
町
は
、宗
谷
管
内
の
最
南
部
に
位
置
し
、

平
成
18
年
に
旧
枝
幸
町
と
旧
歌
登
町
が
合
併
し

「
新
・
枝
幸
町
」と
な
り
、
人
口
９
、９
０
０
人
、

総
面
積
１
、１
１
５
平
方
㎞
の
森
と
海
の
豊
か

な
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た
農
林
水
産
業
の
盛

ん
な
町
で
す
。

漁
獲
量
日
本
一
の「
毛
ガ
ニ
」を
特
産
品
と
し

て
、
毎
年
７
月
第
一
週
に
開
催
さ
れ
る「
枝
幸

か
に
ま
つ
り
」は
道
内
外
か
ら
の
多
く
の
観
光

客
で
賑
わ
う
と
と
も
に
、
四
方
を
山
々
に
囲
ま

れ
た
健
康
回
復
村
で
は
、
温
泉
付
き
ホ
テ
ル
や

コ
テ
ー
ジ
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
大

自
然
の
中
で
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
出
来
ま

す
。

交
通
事
故
防
止
の
啓
発
活
動

啓
発
活
動
は
、
枝
幸
町
地
域
安
全
推
進
協
議

会
を
中
心
に
、
関
連
機
関
・
団
体
と
協
力
連
携

の
も
と
行
わ
れ
て
お
り
、
各
町
内
会
の
街
頭
啓

発
を
始
め
、
春
・
秋
の「
交
通
安
全
家
庭
新
聞
」

の
全
世
帯
へ
の
配
付
、
車
両
用「
安
全
運
転
啓

発
マ
グ
ネ
ッ
ト
板
」の
各
事
業
所
へ
の
配
付
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
平
成
22
年
に
は
、
放
課
後

に
子
供
教
室
に
通
う
枝
幸
小
学
校
児
童
と
枝
幸

警
察
署
が
協
力
し
て
作
成
し
た
手
作
り
の「
毛

ガ
ニ
ス
ト
ラ
ッ
プ
」を
観
光
客
な
ど
に
配
付
し
、

「
怪
我
の
無
い
よ
う
に
安
全
運
転
を
お
願
い
し

ま
す
。」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
隣
接
す
る
雄
武
町
と
の
境
界
で
は
、

平
成
６
年
よ
り
毎
年
両
町
の
交
通
安
全
推
進
団

体
と
枝
幸
・
興
部
両
警
察
署
が
合
同
で「
ハ
マ

ナ
ス
街
道
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
か
ら
幼
稚
園
児
ま
で
の
交
通
安
全

高
齢
者
事
故
防
止
対
策
で
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
で
の「
夜
光
反
射
材
の
効
果
」を
Ｐ
Ｒ
す
る
講

習
会
を
行
う
と
と
も
に
、
町
内
71
店
舗
に
登
録

い
た
だ
い
た「
シ
ル
バ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
店
」

で
、
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
事
故
防
止
の
声
か

け
運
動
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
は
老
人
ク
ラ

ブ
員
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
川
柳
コ
ン
ク
ー

ル
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
枝
幸
町
地
域
安
全
推
進

協
議
会
で
は
、
高
齢
者
の
運
転
免

許
証
自
主
返
納
者
に
対
し
、
写
真

付
き
住
基
カ
ー
ド
発
行
手
数
料
の

助
成
を
団
体
活
動
と
し
て
実
施
し

効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

若
年
層
へ
の
対
策
と
し
て
は
、

高
校
生
や
幼
稚
園
児
に
よ
る
街

頭
啓
発
、
枝
幸
小
学
校
６
年
生
の

枝
幸
町　
（
宗
谷
総
合
振
興
局
）

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
誓
う
！ 

 

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
」へ
の
多
彩
な
取
組
み

60
㎞
自
転
車
駅
伝
に
よ
る
啓
発
活
動
、
町
内
の

各
小
学
校
で
毎
年「
交
通
安
全
青
空
教
室
」の
開

催
、
６
年
生
へ
の「
交
通
安
全
指
導
員
」の
委
嘱

な
ど
を
行
い
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
普
及

拡
大
の
た
め
無
料
貸
出
し
を
行
い
、
乳
幼
児
・

児
童
の
大
切
な
命
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
道
警
と
一
体
と
な
っ
た「
枝
幸
地

区
安
全
・
安
心
ど
さ
ん
こ
運
動
」の
取
組
を
始

め
、
枝
幸
小
学
校
児
童
と
町
内
の
交
通
安
全

関
係
者
約
３
０
０
人
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
を

誓
っ
た「
人
文
字
作
戦（
き
ず
な
）」を
実
施
す

る
な
ど
多
彩
な
取
組
み
を
進
め
て
お
り
、
今

後
も
本
年
４
月
20
日
の「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

１
、０
０
０

日
」
を
当
面

の
目
標
と
し

て
、
交
通
事

故
防
止
に
向

け
て
各
種
運

動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん

で
い
き
ま

す
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
誓
う
！ 

 

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
」へ
の
多
彩
な
取
組
み

2

人文字作戦空撮

枝幸小自転車駅伝啓発

幼稚園児による街頭啓発
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秋の輸送繁忙期を迎え、空知
総合振興局（羽貝敏彦局長）は、
国道12号沿いで「旗の波作戦」を
実施。交通事故抑止に向けた独
自の取り組みで、12日から15
日まで毎日午後4時から20分間、
岩見沢保健所や空知教育局を含
む職員らが交代で延べ400人が
参加した。旗の波作戦は地域・

職域運動として独自に取り組み、初日は羽貝局長はじめ各職場の
幹部を含む職員約150人が参加。連日約80人が交通安全の黄色の
旗を持って、道行くドライバーに交通安全をアピールした。

取り組もう　お得で安全　エコドライブ

道内各地域の交通安全活動が、どのように
展開されているかを紹介するページです。

◆◆◆交通事故死ゼロ日数顕彰◆◆◆
3500日

▲

奥尻町

2000日

▲

利尻富士町

1000日

▲

東神楽町

 500日

▲

奈井江町

1月
1500日

▲

下川町

1000日

▲  

釧路町・厚岸町・
中富良野町

 700日

▲
 白糠町・中川町・
幌延町

 500日

▲

栗山町・鷹栖町

 300日

▲

滝川市

2月
5000日

▲
 陸別町

4500日

▲
 初山別村

1500日

▲
 占冠村

 700日

▲
 様似町・乙部町

 500日

▲
 砂川市・伊達市・

せたな町

3月

後志地区 ･･･････････････････････････････････小樽市

小樽市では冬の交通安全運動
の一環として、毎年、クリスマ
ス交通安全キャンペーンを行っ
ております。
今年は、12月15日に小樽サン
モール一番街において、小樽市
交通安全指導員協会、小樽中央
ライオンズクラブ、小樽市、小
樽市交通安全推進委員会、小樽
警察署などから40名が参加し、
通行する市民に啓発品等を配布
して交通安全を呼びかけました。

胆振地区 ･･･････････････････････････････････室蘭市

平成23年12月15日に「交通事故
死多発非常事態」に係る取り組み
として、胆振総合振興局が入居し
ている「むろらん広域センタービ
ル」向いの港大通り沿道で、胆振総
合振興局・胆振教育局職員150名
の参加による「人と旗の波作戦」を
実施し、交通安全車からの呼び掛
け、小旗や交通安全旗、横断幕を
掲げ、道行く市民や通行する車両
に対して、交通安全を呼び掛けた。

空知地区 ･････････････････････････････････岩見沢市

釧路地区 ･･･････････････････････････････････釧路市

釧路総合振興局、釧路市、北
海道警察釧路方面本部、釧路警
察署は12月19日、市内の量販店
前で交通事故死ワーストワン回
避に向けて交通事故防止の街頭
啓発を行った。
この日は道警のマスコット「ほ
くとくん」も登場して交通事故防
止を呼びかけるカードや風船を
配り、行き交う人に交通安全を
呼びかけた。

平成23年３月31日号　公益社団法人北海道交通安全推進委員会　札幌市中央区北５条西６丁目第二道通ビル６階　電話（011）221-6666～7　FAX（011）221-7873
　 URL: http://www.slowly.or.jp      e-mail: safety@slowly.or.jp      safety-gakusei@slowly.or.jp

釧路新聞社提供


